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ハードウェア(SANRISEシリーズ)

インターネット時代での情報システムのデータ量の

増加は著しく,企業の情報システムのストレージにつ

いては,高度な運用と管理がますます重要な課題と

なってきている｡また,他社ストレージベンダーのストレー

ジ機器を含めたマルチベンダー環境では,統合管理

ができる製品へのニーズが高まりつつある｡

欝
はじめに

インターネットやIT(InformationTechnology:情報技術)

システムの普及に伴い,データセンターや企業内に蓄積され

るデータ量が急激な勢いで増加している｡IT先進国の米国

では,e(Electronic)ビジネスに使用されるアプリケーション,

ERP(EnterpriseResourcePlanning:全社的業務管理手

法)やデータウェアハウスに代表されるシステムの導入により,

データ増大に拍車がかかっている｡1990年代に,情報システ

日立製作所のストレージ管理ソ

リューションの体系

日立製作所の統合ストレージソリュー

ション"Storeplaza”体系の中で,特にスト

レージ管理分野では,"+Pl/HiCommand”

のシリーズ化を進めている｡

注:略語説明ほか

DBMS(Database Management

System)

DWH(DataWarehouse)

SAN(StorageAreaNetwork)

*10RACLEは,0｢acleCorpo｢a-

tionの登鐘商標である｡

*2 DataStageは,AscentialSoft-

Ware,Corp.またはその関連会
社の米国またはその他の国に

おける登録商標である｡

日立製作所は,ジョブ管理･ネットワーク管理などの

分野で圧倒的な採用実績を誇る統合システム運用管

理ソフトウェア"JPl”の技術を適用し,ストレージ管理

ソリューショ:ノ`JPl/HiCommand”をシリーズ化した｡

これにより,他社製晶を含めたストレージ管理ソフト

ウエアやソリューションを続々と製品化している｡

ムでは,メインフレーム中心から,クライアントサーバシステム

中心の分散処理が普及した｡その結果,データが各サーバ

に直結されたストレージに分散されることになった｡さらに,

1990年代後半のインターネットの普及に伴い,企業内外のコ

ミュニケーションには大きな変革が起こった｡データ量は爆発

的に増加し,eビジネスでのデータの戦略的な活用が,いっそ

うの増加の要因になっている｡

このような中で,ストレージは,分散しているデータを一元管

理する｢データセントリックシステム+へと移行している｡

IDC社の調査(2001年12月)によると,ストレージ容量は年
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率で60%増加すると予想されている｡一一方,情報システムの

データ管理者またはストレージ管理者は一般的にシステム管

理者が兼任する場合が多く,ストレージ運用に専任者を置く

企業は少ない｡

しかし,ストレージの運用コストはデータ量の増加に伴って

着実に増大しており,その運用コストを削減するストレージ管

理ソフトウェアが非常に重要になってきた｡

ここでは,ストレージの高度運用と管理を実現する日立製

作所のストレージ管理ソリューションについて述べる｡

g
ストレージ管理ソフトウェアの課題

ストレージ容量の急激な増加により,ITシステムの運用にさ

まざまな課題が生じている(図1参照)｡

インターネットの急速な普及により,システム･ストレージ環境

が複雑化している｡企業の情報システムでは,eビジネスの

データの活用により,ストレージ容量の増大とデータ価値が拡

大している｡eビジネスでは,グローバル展開の結果,システ

ム･ストレージの24時間365日無停止運転と,安定した性能の

確保が必要となる｡また,データの保護のために災害時のリ

スクヘの対応とセキュリティ確保が重要となる一方,さらに複

雑になるストレージの運用形態に対応するストレージ管理要員

の不足に悩まされている｡

これらの課題を解決するために,日立製作所は,ジョブ管

理･ネットワーク管理などの分野で圧倒的な採用実績を誇る統

合システム運用管理ソフトウェア``JPl”の技術をストレージ管

理分野に適用しだ●JPl/HiCommand''のシリーズ化を進め

ている｡

｢JPl/HiCommandシリーズ+を構成する五つの製品の特

徴と機能について以下に述べる｡

複雑なストレージ

運用形態

安定した性能の確保

24時間365日無停止運転

障害などのリスク

ヘの対応

ストレージ管理要員の
不足

システム･ストレージ環境の

複雑化

ストレージ容量の増大と

_ データ価値の拡大
セキュリティ

図1ストレージ管理ソフトウエアの課題

ストレージ容量の急速な増加は,lTシステムの運用にさまざまな課題を生

じさせている｡
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題高度な運用を行う｢JPl/HiCommandシリーズ+

3.1 データ管理

``JPl/HiCommand Protection Manager''では,日立製

作所のストレージサブシステム｢SANRISEシリーズ+で提供す

る高速ディスクコピー機能を最大限に活用するため,同機能

を利用したLANフリーのバックアップ･リストアに必要となる煩

雑な手続きを自動化するコマンドを提供する(図2参照)｡

JPl/HiCommand Protection Managerでは,バックアッ

プやリストアの対象となるデータベースヤフアイルシステムが,

DBMS(Database Management System)からRAID

(RedundantArrayofIndependentDiscs)装置までの各

レイヤでどのようにマッピングされるかを管理している｡この情

報を基に,複雑なストレージシステムでも,1コマンドで高速な

オンラインバックアップやリストアを行うことができるようになる｡

JPl/HiCommand Protection Managerでは,以下の機

能を持つコマンドを提供する｡

(1)リソース検出

データベースやファイル情報,さらにストレージのディスク管

理情報など,さまざまなシステム構成情報を検出する｡このた

め,バックアップやリストア時に複雑なオプションを指定する必

要がなくなる｡

(2)バックアップ

SANRISEシリーズで提供する高速ディスクコピー機能を最

大限に活用し,バックアップを行う｡バックアップ･リカバリ製品

との連携により,テープヘのバックアップもできる｡

(3)リストア

バックアップしたデータベースヤフアイルシステムを復元する

ために,高速ディスクコピー機能を利用したリストアを行う｡

(4)複製データベース作成

時定のシステムで利用されているデータベースを,高速ディス

クコピー機能を使って複製し,複製されたディスクボリューム上

のデータベースを別システムから利用できるように再構成する｡

(5)ペリファイ

高速ディスクコピー機能によって複製したディスクボリューム

上のデータベースヤフアイルシステムを,別システム上から検

証する｡

3.2 デバイス管理

JPl/HiCommand Device Managerは,SAN(Storage

AreaNetwork)環境に接続された異磯種ストレージデバイス

のリソース管理を一元的に統合管理することを目的としたソフ

トウェアである｡

これまで,異なるストレージデバイスが混在した環境では,

機種ごとに管理ツールが異なり,デイスグノソースの管理･運用

には多大な労力と,各種OS(Operating System)から
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高速バックアップ･リストアによりオンライン業務の影響を最小限にする｡

DBMS,ストレージに至る広範な専門知識を必要とした｡

JPl/HiCommand Device Managerでは,管理者にわかり

やすい｢論理グループ+という概念を導入することにより,各ス

トレージデバイスのハードウェア構成や物理的なディスクリソー

スの管理･運用を簡素化することができる(図3参照)｡

(1)複雑なオペレーションを隠蔽(ぺい)化

論理グループに対してボリュームを追加,削除するだけで,

姦ヨち､山ぐ･一源`｡

≡≡≡ゝ
RA旧ストレージ装置管理

[コ 業務サーバ

SAN

SANRISE

論理的なディスグ+ソース管理

図2JPl/HiCommand Protection

Managerの構成例

SANRISEシリーズの高速ディスク機能

"MRCF”を最大限に活用する｡

注:略語説明ほか

MRCF〔MultipleRAID(RedundantArrayof

lndependentDiscs)Coup‖ngFeature〕

*1Windowsは,米国およびその他の国

における米国MicrosoftCorp.の登裔商標

である｡

*2 Unjxは,灯OpenCampanyLimitedが

独占的にライセンスしている米国なら

びに他の国における登巷豪商標である｡

*3.*4 MjcrosoftSQL Serverおよび

MicrosoftExchangeServerは,米国

Microso巾Corp.の商品名称である｡

パスやセキュリティの構成が自動的に変更される｡システム管

理者は,ユーザー別,サービス別など,理解しやすい論理グ

ループを作成し,複雑なディスク操作を意識することなくディス

クリソースを管理することができる｡

(2)ストレージ運用･構成の変更や障害を把握

ストレージ装置の状態やディスクリソースの構成を定期的に

監視する｡ストレージ装置に障害が発生したり,ディスクリソー

物理的なディスクリソース管理

サ脚

喜⊂::コ喜

ディスクリソース

使用状況情報取得

ディスクリソース

構成情報取得･変更

障害通知

SANRISE

遥盛

インターネット

HiCommand

Server

図3JPl/HiCommand

DeviceManagerの構成例

異なるストレージデバイスが混

在した環境で,各ストレージデバ

イスのハードウエア構成や物二埋的

なディスクリソースの管理･運用

を簡素化することができる｡
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スの構成が変更されたりすると,管理コンソールに情報を通

知する｡これによって管理者は,ストレージ装置の状態を迅速

に把握することができる｡

(3)インターネットWANを経由したリモート環境

管理コンソールとJPl/HiCommand Device Manager間

でのデータ転送には,HTTP(Hypertext Transfer

Protocol)を使用している｡これにより,インターネットWAN

(WideAreaNetwork)経由でのストレージ管理が行える｡

(4)ストレージ資源を複数の管理者で分散管理

ストレージサブシステムのディスクリソースを,複数の管理者

で分散管理することができる｡複数の利用者に対してディス

クリソースを割り当て,それぞれのディスクリソースを個別の管

理者に道営させることができる｡また,互いのディスクリソース

の参照を制御することができるので,例えば,SSP(Storage

Service Provider)事業者がサービスの利用者ごとにディス

クリソースを管理する場合にも,セキエアな環境を簡単に構築

することができる｡

(5)コマンドラインインタフエース

管理コンソールのほかに,コマンドラインによるインタフェース

を提供する｡これにより,ストレージの構成管理をバッチ処理

によって自動化することができる｡

3.3 性能･容量監視

JPl/HiCommand Tuning Managerは,SAN環境に接

続されたサーバ,データベース,ストレージサブシステムの性

能情報･容量情報を収集,蓄積し,ストレージネットワーク全体

のパフォーマンスを統合的に管理することを目的としたソフト

ウェアである(図4参照)｡

大容量のストレージサブシステムによるSAN環境を構築し

lアプリケーション中心表示
lサーバ中/b表オて

¥

事

由虹闇㌫

ストレージネットワーク全体情報

ピニー･ Oracle情報
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SAN

SANRISE SANRISE

注:略語説明

l/0(lnputandOutput)

PC(PersonalComputer)

図4JPl/HiCommandTuningManager

性能情報と容量情報を優れたGUl(GraphicalUse‖nterface)によって視覚

化し.パフォーマンスチューニング.キャパシティプランニンク.リソース

の再配置などのストレージ管理業務を強力に支援する｡
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た場合,SANの性能を十分に生かすためには,性能･容量

の管理が欠かせない｡

JPl/HiCommandTuningManagerでは,性能情報と容

量情報を優れたGUIによって視覚化し,パフォーマンスチュー

ニングやキャパシティプランニング,リソースの再配置などのス

トレージ管理業務を強力に支援する｡

3.4 ストレージプール管理

JPl/HiCommand Provisioning Managerでは,異機種

ストレージを対象に,ストレージ容量の割り当て作業を低減す

る｡複雑なストレージデバイスとサーバの一連の設定作業を自

動化することにより,物理構成を意識せずに,サーバに論理

ボリュームを割り当てる｡異機種ストレージを一元化し,論理

的に一つのストレージとして管理する｢ストレージプール機能+

を提供することを目的としたソフトウェアである｡

3.5 ポリシー管理

前述の四つの機能を統合するJPl/HiCommand Policy

Managerは,多様な管理タスクを処理するシナリオに沿い,

ポリシーベースの運用を自動化,簡素化することを目的とし

たソフトウェアである｡

感
ストレージソリュlションのコンセプト

4.1 コンセプト`TrueNorth”

ハードウェアとソフトウェアの融合により,顧客の真の要求で

ある｢戦略的データ活用の実現+をサポートするための道標と

いう意味を込めて,ストレージソリューションのコンセプドTrue

North”を策定した(図5参照)｡

この-●True North''は,｢道標+,｢真に重要な目標+,およ

"TrueNorth”

･l ′.〝.､′リソy÷戚表転′㌦FreedomSto｢age オープンAP【 安 HiCommandSuite

世界最高クラス …業界標準に準拠

;他社ソフトウェア･
他社ハードウェア

ポリシーベース 弓

戎

高性能,高スケーラビリテイ, (運用基準)

高信頼,高可用性高機能 孝三ストレージ管理ソフトウェア
】sANRIS∈9900Vシリーズl 葺いPlノHiCommandシリーズl
SANRISE2000/1000シリ…ズ との密接な連携

城.ノゝ7
芦′′宍

彰)ミき六

､′汲､対叫毒気 ※､

野小彗､≒′､■･h‥′

滋‡訪雌.∧泌:望;泌誠ヶ､V

注:略語説明 A円(App】icationProgramlnterface)

図5ストレージソリューションのコンセプト``TrueNorth”の概要

ハードウエアとソフトウェアの融合により.｢いつでも,だれでも,どこ

からでも,どんな情報でも安心して利用できる戦略的データ活用の実現+を

コンセプトとしている｡
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･オープンAPlにより,管理メッセージバス経由で製品間の密接な連携が可能

･SANR】SE9900Vシリ州ズのAPlに加え,業界標準(C】M,XMし)採用のAP怪
パートナーに積極的に開示しオープン戦略を推進

運用基準

(ポリシー)管理

APl

他社ストレージ管理

ソフトウエア

APl

理メで

Gt

A円

デバイス管理

AP】

APl

ストレージプール

管手堅

APl

データ管理

APt

性能･容量

管理

SANRISE

9900Vシリーズ
SANRISE9900VAP=SNMP,Java,CLはど)

び｢真北+の意味を含み,顧客の真の要求である｢膨大な量

のデータの戦略的活用+をサポートすることをコンセプトにした

ものである｡このコンセプトの下で,世界最高クラスの高性能,

高スケーラビリテイ,高信頼,高可用性,高機能なストレージ

｢SANRISE9900Vシリーズ+のハードウェア強化はもちろんの

こと,ジョブ管理･ネットワーク管理などの分野で好評を得てい

る統合システム適用管理ソフトウェア``JPl●'をストレージネット

ワークにまで拡張したストレージ管理ソフトウェア｢JPl/

HiCommandシリーズ+と,業界標準に準拠し,他社のソフト

ウェアとハードウェアとの密接な連携をするための｢オープン

API+を展開する｡

4.2 オープンAPl

｢オープンAPI+とは,口立製作所のストレージのオープン化戦

略の根幹を成すストレージ管理のためのアーキテクチャである｡

オープンAPIでストレージベンダー間の相互接続性を高め,複

数ベンダーのストレージ機器から成る,混在するSAN環境を統

合管理する｡オープンAPIの定義には,SANRISE9900V

シリーズのAPIであるSNMP(SimpleNetwork Management

Protocol),Javaや',CLI(Command LineInter払ce)に加え,

業界標準のCIM(CommonInformation Model)やⅩML

(Extensible Markup Language)を採用している｡これらの

APIを連携パートナーに積極的に開示し,各社のストレージ

関連のソフトウェア･ハードウェア製品と｢SANRISE9900Vシ

リーズ+および｢JPl/HiCommandシリーズ+を密接に連携さ

せる(図6参照)｡

このように,オープンAPIにより,管理メッセージバスを経由

してストレージ関連のハードウェア･ソフトウェア製品間の密接

な連携ができるようになる｡

例えば,｢性能･容量管理+で,あるストレージ容量が80%

APl

他社デバイス管羊里

転表≧

図6オープンAP】の概要

SANRISE9900VシリーズのAPlであるSNMP,

+ava､CLlに加え,業界標準のCIMやXMLを採用し

ている｡

注:略語説明

CIM(CommonlnformatjonModel)

XML(Extensib】eMarkupLanguage)

SNMP(Simp】eNetworkManagementProtocol)

CLl(CommandLinelnterface)

を超えた場合にメッセージを出すようにあらかじめ設定してお

くと,容量が不足したという警告(アラート)が自動的に発行さ

れる｡このアラートを｢ポリシー管理+が受けると,｢ストレージ

プール管理+に対して容量を拡張せよという命令を出す｡スト

レージプール管理では,ストレージの容量の拡張を実行する

か,または,階層制御により,使用頻度の低いボリュームをア

クセス速度の低いディスクへ自動的に移動し,空いた領域に

容量を拡張するボリュームの拡張領域を割り当てる｡さらに,

拡張を実行する前に｢ポリシー管理+でバックアップを取るとい

う設定にすると,バックアップソフトウェアが自動的にバックアッ

プを取るといったことが,他社のストレージ関連ソフトウェアと

の密接な連携によってできるようになる｡

霧
ストレージバーチヤリゼーション

最近注目を集めているストレージバーチヤリゼーション(仮想

ストレージ技術)では,複数の異機種のストレージを一つの大

きな仮想ストレージプールとして一元管理し,ボリュームを仮

想化する(図7参照)｡

ストレージバーチヤリゼーションは,ストレージ統合のSANに

代表されるストレージセントリックシステムの発展系であり,

SANで柱Uされている技術である｡

SANの普及段階では,サーバごとに管理されていたスト

レージを統合管理するストレージコンソリデーションによってスト

レージ管理効率が向上し,管理コストの大幅な削減が達成

された｡また,LANフリーバックアップに代表されるバックアッ

プ機器をSANによって共用できるメリットは大きい｡

しかし,ストレージコンソリデーションでも,実際のボリューム

の管理は,アプリケーションサーバごとに行われる｡このため,

※)JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは,米国およびその他の国における米国SunMicrosystemshc.の商標または登録商標である｡
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実際には同一筐(きょう)体にあっても,ストレージ全体での容

量の効率的な利用には限界があった｡

データコアソフトウェア社の``sANsymphony'◆では,その限

界を打ち破り,複数のストレージをストレージプール内で大きな

仮想ボリュームとして利用することにより,すべてのアプリケー

ションサーバで一つの仮想ストレージプールを共有することが

できる｡その結果,アプリケーションサーバでのボリュームサイ

ズの変更が不要になる｡アプリケーションサーバでは,必要と

思われる最大のサイズをあらかじめ定義する｡しかし,この時

点では,定義したサイズの領域が物理ディスクに割り当てられ

たわけではない｡物理ディスクの書込み領域は,実際にデー

タの書込みが発生した時点で確保される｡したがって,アプリ

ケーションサーバでは,自動的にストレージプール内でボリュー

ム拡張を行うことができる｡これが,ネットワークボリューム管理

(Network Managed Volume)である｡この機能により,ア

プリケーションサーバでのボリュームサイズの変更が不要にな

り,容量拡張のためのダウンタイムの排除により,ストレージ資

河村義孝

′芝

■態

l∴∴駁

昏

細らヤ
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図7ストレージバーチヤリゼーションの概要

複数の異機種のストレージを一つの大きな仮想ス

トレージプールとして一元管理し,ボリュームを仮

想化する｡

注:略語説明ほか

SDS(StorageDomainServer)

*WindowsNTは.米国およぴその他の国におけ

る米国Microso巾Corp.の登鋸南標である｡

源を効率的に利用することができる｡

靡鞄 おわりに

ここでは,インターネットの普及とeビジネスによるデータの爆

発的な増加に伴う,ストレージ管理の重要性と,日立製作所

のストレージ管理ソフトウェアについて述べた｡

日立製作所は,今後も,ストレージ管理ソフトウェア

｢JPl/HiCommandシリーズ+をさらに発展させ,定評のある

ハードウェア｢SANRISEシリーズ+の付加価値を高めることに

より,ソフトウェアとハードウェアのいっそうの融合を推進し,高

機能なストレージ管理ソリューションを提供していく考えである｡
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